
【展覧会名】 「熊田千佳慕の世界 ～愛するからこそ美しい～」  

【会  期】  2026年 4月 25日（土） ～ 6月 28日（日） 

休館日：月曜日（5月 4日は開館）、5月 7日（木） 

開館時間：午前 9時 30分～午後 5時 

（入館は午後 4時 30分まで） 

 

【会  場】  群馬県立館林美術館 展示室 2～4 

 

【観 覧 料】 一般 850円(680円)、大高生 420円(330円)  

＊( )内は 20名以上の団体割引料金  

＊中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方とその 

介護者 1名は無料 

＊群馬県在住の 65歳以上の方は平日のみ 2割引 

【主  催】  群馬県立館林美術館 

【協  力】  株式会社求龍堂   

【企画協力】 株式会社ブレインズ・カンパニー 

 

群馬県立館林美術館企画展示 プレスリリース 
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 展覧会概要  

花や昆虫、動物を細密に描き、「プチ・ファーブル」と呼ばれた熊田千佳慕（くまだちかぼ・1911~2009）の

世界を紹介する展覧会です。 

庭で虫や花を見て遊ぶ幼少期を送った千佳慕は、工業学校でデザインを学んだ後、20 代はグラフィック

デザインの仕事に携わりました。戦後、児童文学者と知り合ったことから絵本の世界に飛び込み、「小さな

人たちにこそ美しいものを」と、『ふしぎの国のアリス』ほか多数の挿絵を手がけます。 

物資の少ない戦後に画家の道を決意した千佳慕は、よく見てから描き始め、絵具はほんの少しだけを筆

の先につけて色を置くという、時間のかかる描き方を生涯貫きました。長年の夢を形にしたのが『絵本ファ

ーブル昆虫記』のシリーズです。その原画は 1981 年のボローニャ国際絵本原画展で入選、喜んだ千佳慕

は 70 歳が自身の「ルネサンス」だと語りました。 

本展では、千佳慕のライフワークとなった『ファーブル昆虫記』を始め、絵本『みつばちマーヤの冒険』ほ

か、千佳慕が空想を広げた花と虫と妖精のファンタジー作品まで、約 180 点の原画を紹介します。「自然

は愛するからこそ美しい」―。地面に這いつくばり、虫と同じ目線で生涯、観察を続けた千佳慕の世界を、

自然への敬愛にあふれる彼の言葉とともにたどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    



 本展の見どころ  

 

１．熊田千佳慕の 17年ぶりの回顧展  

熊田千佳慕の大きな回顧展が最後に開かれたのは、2009 年です。全国巡回することになっていた個展が第一

会場で始まったその翌日に、千佳慕は 98 歳で大往生を遂げました。以来、初となる本展では、『ファーブル昆虫

記』を始めとする代表作の原画、約 180点を展示し、千佳慕の長い画業人生を振り返ります。 

 

２．熊田千佳慕の言葉とともに作品世界をたどる 

熊田千佳慕は、自然の命はただ美しいのではなく、それを「愛するからこそ美しい」と語りました。本展は、千佳

慕が残した自然や人生についての哲学的な言葉にも注目し、作品とともに紹介します。 

 

３．会場ではぬり絵コーナー、会期中にはワークショップも 

本展会場では、熊田千佳慕が残した鉛筆のデッサンに色鉛筆でぬり絵ができるコーナーを設けます。また、会

期中には、群馬在住の画家、渡辺香奈氏を講師に迎え、美術館の周辺で拾った自然物を細密に描くワークショ

ップも開催。作品を見るだけではない楽しみ方もある展覧会です。 

 

 広報用画像    

 

1. 《春の野原》1968-1975 年 

 

2. 『ファーブル昆虫記』より「リラの花まつりと

キンイロハナムグリ」1978-1988 年  

3 . 「北極の動物たち」1968-1975 年 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

4. 《ミャーン》1976-1988 年 

 

 

 

7．『オズの魔法つかい』より 1953-1955年 

 

 

 

 

 

 

 

5. 『ふしぎの国のアリス』装丁 1953年 5月

刊行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．「J.H. ファーブル展」の会場でファーブ

ルの帽子をかぶって顕微鏡をのぞく熊田

千佳慕（1989年） 

  

6. 『みつばちマーヤの冒険』より「マーヤのゆめ」 

1993-1996 年 

 

 

 

 

 

 

※ 下記クレジットを入れてください。 

 ©Chikabo Kumada 

 

 
 



 会期中のイベント  ※詳細・申込方法は当館ホームページをご覧ください。 

 

◎学芸員によるギャラリートーク 

展覧会担当学芸員による解説を聞きながら、作品を鑑賞します。  

5月 17日（日）、6月 3日（水） 各日 14:00 ～（約 40 分） ［申込不要・要観覧券］ 

 

◎ワークショップ 「ゆっくり、じっくり、みてえがく～色鉛筆ワークショップ～」 

身近な自然をよく観察してみると、隠れている魅力が見えてくるかも？ 

このワークショップでは、時間をかけて、自然のモチーフを描きます。色鉛筆での描き方や、モチーフを観察する

視点を、画家の渡辺香奈さんが実演、指導してくれます。 

 ＊作品は、ポストカードとしてお持ち帰り頂けます。 

5月 23日（土） 13:00 ～ 16:00 講師：渡辺香奈氏（画家） 

［要申込・中学生以上対象・先着 10 名・要観覧券］ 

 

◎「展覧会ポスタープレゼント」 

当館で過去に開催した展覧会のポスターを配布します。 

6月 13日（土） 13:30 ～ 15:30 ［申込不要・研修室］ 

 ＊ポスターが無くなり次第終了 

 

◎たてび☆びじゅつ部「展覧会ポスターでエコバッグをつくろう」 

誰でも気軽に参加できる造形体験コーナーです。今回は、当館で過去に開催した展覧会のポスターでエコバッ

グをつくります。  

6月 13日（土） 13:30 ～ 15:30 ［申込不要・講堂］ 

＊自由な時間に参加できます 

 

◎たてび☆キッズウォーク  

ワークシートを使ったクイズやゲームをしながら、自分のペースで自由に展示室を探検します。 

5月 30日（土）、6月 27日（土） 各日 13：00～15：30  

［申込不要・中学生以下対象・無料］  ＊自由な時間に参加できます ＊参加記念品つき 

 

◎ポンポン・ツアー  

当館コレクションのフランソワ・ポンポンの彫刻や資料について学芸員が解説。その知られざる秘密に迫ります。 

6月 21日（日） 14：00～14：30 ［申込不要］ ＊参加記念品つき 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【掲載用お問合せ先】 群馬県立館林美術館  

〒374-0076 群馬県館林市日向町 2003 

TEL.0276-72-8188 FAX.0276-72-8338  https://gmat.pref.gunma.jp/   
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

【プレス関係お問合せ先】  群馬県立館林美術館  〒374-0076 群馬県館林市日向町 2003 

TEL.0276-72-8188（代表）/ 8190（学芸員室直通） FAX.0276-72-8338 

tatebi@pref.gunma.lg.jp 

[展覧会担当] 学芸員 松下和美 

[広報担当] 学芸員 伊藤香織 

 教育普及員 齋藤久美子 

 

※広報用画像をご希望の場合は、広報担当までお問合わせください。 


